
2017 年 5 月度定例理事会議事録 －速報－ 
 

2017 年 5 月 15 日(月) 19 時 00 分 スター貸会議室四谷第一会議室 
出席理事： 田井、木内、西谷、生木、竹井、村岡、小宮山、坂、宮田、草深、櫟本、菊池(誠)、

細田、屋代、柳原、笊畑、高橋、檜垣、島田、野村、菅家、寺島、小賀坂 以上

23 名 
委任状：  菊地(俊)(柳原理事に委任)、高松(竹井理事に委任)、橋本(田井理事長に委任)

以上 3 通 
欠席理事： 小倉(監事)、鹿住(監事) 
オブザーバー：菊地薫 
会社役員会：井口   事務局：雪、松本、篠本   書記：坂倉 
議長：   田井理事長 
出席理事 21 名(19 時 00 分現在)委任状 3 通をもって 5 月度理事会は成立。 
 
1. イベント委員会(柳原理事、菊地薫委員) 

5 月 27 日(土)開催の開場記念祭について 
・ 午前 20 組ｘ3 人、午後 25 組ｘ4 人で合計 160 人の参加が予定されているが、200

人まで増やしたい。参加者増加に声掛けをお願いしたい。 
・ 予め各委員会にお願いしている当日の行事運営等につき、協力を再度依頼した。 
・ 委員会活動の紹介と勧誘を目的に各委員会の紹介チラシを当日配布予定。 

2. 競技委員会・ハンデキャップ委員会(竹井委員長) 
・ 5 月 12 日コースレーティングの再査定を受け、無事終了した。査定結果は 7 月 7

日の KGA ハンデキャップ部会における協議を経て、ゴルフ場に通知される。今後、

各ホールの吹流しは青ティーから 200 ヤード地点に設置される。7 番、9 番、11 番

の赤ティーがスコアカード通りの位置に設置し直された。競技以外で赤ティーより

前のティーの使用を希望することが考えられるので、ゴールドあるいはオレンジテ

ィーなどの名前をつけて、新しいティーの設置を提案する。 
・ 月例年間ポイントランキングが 5 月 21 日開催の月例競技会の結果を以って決定さ

れる。チャンピオンの表彰を 5 月 27 日の開場記念祭で行う。 
・ 理事長杯決勝が 5 月 21 日に行われる。 
・ ハンデキャップを有する 14 歳の男子中学生(メンバーの孫でジュニア親族会員)が

月例参加を希望している。8 月月例からの参加を認め、初回は親族と同組でプレー

し、その次からは一般のメンバーと同様の扱いとする。 
3. クラブライフ委員会(坂委員長) 

・ ホールインワンボーナスは開場記念祭当日を含め、達成者を表彰する。現在 4 人の

達成者がいる。当日は 17 番を除く 3 ホールを対象ホールとし、ホールインワンが

出た場合は今年度達成者とする。 



・ クラブハウス近辺の整理・整備について雪副支配人と打ち合わせをした。不要物の

撤去、人の目に触れる場所に置かれた飲料の在庫品等を見えない場所、あるいは戸

棚などに収納すること、また、コース内のトイレ清掃は従業員の減員があり、毎日

の作業は難しいが、できうる限りの対応を依頼した。従業員の駐車場所の徹底を依

頼した。 
4. グリーン委員会(村岡委員長) 

ティーグラウンドの荒れが目立つ。－＞キーパーから芝の養生をしている箇所はロープ

で囲い、使わないようにしているが、土日は芝を張って使えるようにしている。化学肥

料を用いず、有機残渣による生育を目指しているとの説明があった。 
5. ジュニア委員会(草深理事) 

ジュニア親族会員が 2 名増えて、計 6 名になった。更なる増員を目指す。 
6. フェローシップ委員会(小宮山委員長) 

4 月 25 日の委員会報告 
7. 広報委員会(宮田委員長) 

・ ニュースレター、ホームページ、メルマガについて 
・ YOKOSO コンペ 
・ 4 月 17 日の理事会・役員会懇親会で起きた事案について。田井理事長斡旋の元、

早期解決を目指すことにした。 
8. 4 月 17 日の合同会議において提起された課題‐ACORN 社及びコミュニティの事業概

要等(木内副理事長・高滝代表取締役) 
ACORN 社の概要、コミュニティの開発許可等の状況、住宅の販売状況、コミュニティ

内にあるその他事業の状況と予定、資金の状況、ミュアヘッド・フィールズ運営にかか

わる協定及び付属覚書などにつき、木内氏から説明を受けた。理事から、万が一 ACORN
社の事業が立ち行かなくなった場合の高滝及びBWCの倒産リスクについて質問が出さ

れ、ACORN 社と高滝及び BWC は業務提携の間柄であり、リスクの遮断がされている

ので、倒産の心配はないが、風評被害は起こりうるという返答を得た。 
ミュアヘッド・フィールズ全体のブランド価値向上のため、ミュアヘッド・フィールズ

協議会は運営に係わる協定を 4 者間で結び、方針・施策、また経費に関することを協議

する。理事から協議会が決定する事項及び 4 者それぞれが決定する事項の正当性をチェ

ックする機関が必要ではないかとの意見があった。 
9. 営業報告(事務局 雪副支配人) 

・ 4 月の売上実績は 2,462 万円で計画比 141 万円のマイナス、前年比 41 万円のプラ

スであった。来場者数は 2,342 名で前年比 74 名増であった。5 月の売上実績は(5
月 14 日現在)1,401 万円で前年比 126 万円のマイナス、来場者数は 1,382 名で前年

比 62 名減であった。4 月末の当期累計は 17,642 万円の売上で、これは計画比 2,238
万円のマイナス、前年比 1,234 万円のマイナス、来場者数は 17,228 名、前年比 695
名減であった。 



・ クランフレンドの入会状況は 4 月に 38 名の入会があり、来場回数は 254 回であっ

た。5 月は(5 月 14 日現在)入会者は 10 名で来場回数は 63 回を数えた。 
・ コジロー会員は 4 月に普通会員 3 名の入会があり、5 月は(5 月 14 日現在)普通会員

1 名、家族会員 2 口 4 名の入会があった。4 月末までの累計は普通会員 18 名・家

族会員 5 口 10 名となった。 
・ 平日組売り 4 月はメンバー、ゲスト・ビジター、インターネットサイト利用者(M・

GV・N)109 組 427 名(M52 名、GV280 名、N95 名)、5 月は(5 月 14 日現在)60 組

237 名(M16 名、GV92 名、N129 名)であった。4 月末当期累計は 779 組、3,037
名の利用があった。 

10. 営業関係報告(櫟本取締役) 
売上を伸ばす施策 
・ 食堂部門の利益率目標 70%に対し、4 月は 68.1%であった。今一層の努力が必要。 
・ S コースを選択している 19 人の来場数が増えた。 
・ ゲストの土曜日利用料金を引き下げたが、期待した効果が得られないので、来期か

ら値上げを考える。 
・ クランフレンド、コンペパック、組売り料金の見直しをしたい。経営特別委員会に

一任してほしい。 
・ 長く据え置いてきたプレイフィーは 6 月理事会に諮る予定。－＞理事から年会費、

ミニマムユースの値上げを検討してはどうか。またフードクーポンの廃止、あるい

はフードクーポンの残額照会撤廃の検討、コンペ推進策などにつき意見が出された。 
 

次回理事会は 2017 年 6 月 19 日(月)19 時 00 分より 場所未定 議長は田井理事長  
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